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1634 手）、『坤』（同 1097 手）について、その技術的特徴を明らかにする。 
分析の結果、以下のことが明らかになった。『乾』、『坤』に記された当時の植芝の武術技法には、急所を狙う当身
など実戦性・殺傷性を持つ技術が多く、それらは明確な大東流の影響を認めつつも、他流派の影響も若干うかがわ
せた。両史料にみられる合計 2731 手の技術には、156 の格闘形態があり、いずれも組んだ格闘形態がそれぞれの
60%を超えて想定されていた。現在の合気道の標準とされる格闘形態数（34）と比較すると 4 倍を超える数である。ま
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の結果、『乾』には 66 の格闘形態に 1635 手の技術が、


















































『乾』、『坤』は縦 15.6cm、横 20.3cm の四つ穴のルー




















































































































































































































































































































































呼吸投の注意の後、12 から 13 頁にかけて、竹下が















































た通し番号 1 つの技術を 1 手とするのを原則とした。以


















































腕取り 受が両手で取の両腕を取り、押して来る場合 6 6 6(0.4)






頭髪取り 受が右手で取の頭髪を掴む場合 1 1 1(0.05)



































































































いる（基本編 71 手、応用編 152 手）30。この 2 冊から
『乾』と同じく、正面からの相手に対する徒手対徒手の
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受が右手で取の左肩を取る場合 2


























































































































を超える 103 手、離れて対する技術が 40％弱の 59 手
であった。組んで対する技術は大まかに 3 つの格闘形
態があり、さらに 15 の格闘形態に細分化できる。離れ



















































































ちの座り技に 1 手と合計わずか 4 手に過ぎないが、い
ずれも取の方が先手を取って攻撃しており、それに受
が反応し、さらにそれに取が対処する技術を載せてい


























めたものが表 4 である。 
表3、4に示されている通り、『坤』には合計1097手の
技術が記されている。組んで対する技術が全体の 60%
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技術数








打ち 受が左手で取の右袖を取り、右手で打ちかかる場合 3 3 3(0.3)







ち込み 受が取の背後から取の後襟を右手で取り、左手で打ちこんでくる場合 1 1 1(0.1)
後棒・杖・傘取
り 歩行する取が持つ棒・杖・傘などを、受が右手または両手で取り引く場合 2 2 2(0.2)






羽交締め取り 受が取の背後から取を羽交締めにする場合 4 4 4(0.4)



























蹴り 受が右足で蹴ってくる場合 3 3 3(0.3)
受が短刀を持つ場合 78
同上 11
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徒手対杖 受が杖などを持ち、打ちかかる場合 1 1
徒手対棒 受が棒、銃剣または槍を持ち、突いてくる場合 12 12
徒手対槍 受が槍をもち、突いてくる場合 17 17
徒手対銃剣 受が銃剣を持ち、突いてくる場合 18 18
徒手対薙刀 受が薙刀を持つ場合 2 2
受がピストルを近距離で突き付け、取にホールドアップを強いる場合 2
受が両手にピストルを一丁ずつ持ち、取に突き付ける場合 1
鉄扇対太刀 受が太刀を持ち、取が鉄扇を持つ場合 6 6






槍対太刀 受が太刀を正眼に構え、取が棒、銃槍または手槍を持つ場合 2 2
棒対太刀 受が太刀を正眼に構え、取が棒を持つ場合 8 8
杖対太刀 受が太刀を持ち、長い杖をつき歩行中の取に切りかかる場合 5 5
銃槍対太刀 受が太刀を正眼に構え、取が銃槍を持つ場合 1 1
手槍対太刀 受が太刀を正眼に構え、取が手槍を持つ場合 2 2
槍対棒、銃
剣、槍 受が棒、銃剣または槍を持ち、槍を持った取を突いてくる場合 1 1
薙刀、槍対太
刀 受が太刀を正眼に構え、取が薙刀か槍を持つ場合 2 2



















































































































































































































































































































































































































































『坤』（技術数 1097 手）2 冊の覚書には、植芝の合気武
術の技法が記録されている。 
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本文注 
 










成期、1940 年以降盛平の没する 1969 年までを基盤確立期、そ

















                                                                      
5 志々田による科学研究費補助金研究成果報告書（平成 23 年



































11 例①同書 p.3 の最上段に「乾」とあるが、「坤」が正しい。②























































   




                                                                      
17 Shishida（2008，pp.5-6）は、柔道対抗技 147 手の内、14 手の
「引落す」と記された技術が存在することから、植芝の技法にみら
れる起倒流柔術の影響を指摘している。 
   
18 こうした竹下の精神主義が、合気武術の師である植芝の影
響であると即断するのは早計だろう。一般的に合理主義者として






































































29 一例として、筆者（2013，pp.187-192）が示した表 3-2 の通し
番号 10「前面より右手にて我左袖を把らんとするとき」、格闘形態
詳細の 26「右手にて我左袖を把るとき（若くは把らんとするとき）」

























32 近藤氏によれば、大東流の秘伝目録では一ヵ条 30 本、二ヵ

























































































                                                                      
44 富木（1991，p.23）が武道を「世界に類のない独自の技術的
精神的文化」と述べたように、武道が技術的文化である以上、そ
の研究には最低限の経験・知識が必要である。 
 
